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参入と介入の視点から
葬送儀礼への第三者の関与

葬送儀礼では，故人をはじめ，遺族，地域住民，宗教者などが関わり，近年には医療関係者，葬

儀業者，火葬場職員といった専門業者の関わりも増えている。本論文は，「高度経済成長とその前

後における葬送墓制の習俗の変化に関する研究」という共同研究のテーマに対して，第三者の関わ

り方の諸相に焦点を当てることで，変化の質をとらえようとするものである。その際，新参者が習

俗の知識を獲得し，伝統の担い手となるプロセスに「参入」する局面と，反対に第三者の関与が習

俗のあり方に影響を及ぼし変化へと舵を切らせる要因となる「介入」の局面に注目することで，第

三者の関与の度合いを測る指標とする 。

ここで言う第三者とは，そうした従来の葬送習俗の担い手であった人々から見て外部者を指すが，そ

うした外部者は葬送儀礼の一部の機能を代替的に担うものとして関与する場合が多く，そうした関わり

が葬送習俗に変容をもたらす場合もある際には，それを「介入」ととらえることで，持続と変化の様態

の輪郭を描くことが本論文の基本的な問題設定となる。

まず「参入」に関するエピソードを取り上げた上で，歴博の『死・葬送・墓制資料集成』に基づいて，

1960 年代（広く昭和 30 ～ 40 年代前後も含まれる）から 1990 年代（あるいは平成初年代）にかけての

変化と介入の諸相をとらえる 。その上で，2000 年代以降のさらなる変化をとらえるために，長崎県雲

仙市における筆者の調査成果に基づいて，会館葬化の動きのなかの「輿型霊柩車」という新たな葬列の

形を紹介する。そこには，葬儀業者の「介入」の局面が見られるばかりではなく，条件に応じて試みら

れる「参入」の局面もとらえられる事態について考察を行っている。
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